
１
１
月
１
２
日
、
高
浜
町
臨
時

議
会
が
開
か
れ
、
４
０
年
超
え
老

朽
原
発
高
浜
１
・
２
号
機
の
再
稼

働
を
巡
る
再
稼
働
推
進
請
願
・
陳

情
と
熟
議
や
反
対
を
求
め
る
請
願

が
審
議
さ
れ
た
。
推
進
請
願
は
、

６
日
原
子
力
対
策
特
別
委
員
会
で

審
議
さ
れ
た
が
、
熟
議
や
反
対
を

求
め
る
請
願
は
、
こ
の
日
直
接
審

議
さ
れ
た
。
両
請
願
と
も
一
括
審

議
と
な
っ
た
。

熟
議
・
反
対
請
願
は
、
渡
邊
議

員
の
み
賛
成
で
不
採
択
、
推
進
請

願
は
同
様
の
採
決
で
採
択
と
な
っ

た
。
６
日
の
特
別
委
員
会
で
継
続

審
議
を
求
め
た
若
手
議
員
の
３
人

は
、
推
進
請
願
に
対
し
、
請
願
に

賛
成
す
る
が
再
稼
働
に
同
意
は
し

な
い
と
い
う
苦
し
い
選
択
と
な
っ

た
。
胸
の
内
は
、
原
発
の
再
稼
働

に
反
対
は
し
な
い
が
、
あ
ま
り
に

も
拙
速
な
の
で
今
、
議
会
と
し
て

判
断
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

推
進
請
願
で
は
、
反
対
討
論
で
、

渡
邊
議
員
だ
け
が
「
請
願
の
経
済

発
展
は
賛
同
す
る
が
安
全
性
は
問

題
、
福
島
事
故
は
解
決
し
て
い
な

い
。
あ
の
よ
う
な
重
大
事
故
が
若

狭
で
起
き
な
い
と
誰
が
言
え
る
の

か
。
４
重
、
５
重
の
壁
が
必
要
な

ほ
ど
原
発
は
危
険
、
安
全
と
平
和

な
町
を
望
む
。
来
年
３
月
の
稼
働

と
い
っ
て
い
る
の
に
何
故
こ
ん
な

に
急
ぐ
の
か
、
慎
重
に
審
議
す
べ

き
」
と
強
く
述
べ
た
。
賛
成
討
論

は
８
人
の
議
員
が
夫
々
持
論
を
展

開
し
た
。
「
高
浜
町
は
昔
貧
し
か
っ

た
。
働
き
口
が
無
か
っ
た
。
そ
れ

を
救
っ
て
く
れ
た
の
が
原
発
だ
っ

た
。
町
民
は
リ
ス
ク
覚
悟
で
誘
致

し
た
。
町
は
豊
か
に
な
っ
た
。
反

対
者
は
、
根
拠
な
く
不
安
を
あ
お

り
安
全
対
策
に
あ
ま
り
に
も
無
知
。

わ
が
町
の
原
発
は
安
全
で
あ
る
。

石
器
時
代
に
戻
る
こ
と
を
望
ん
で

い
な
い
。
安
心
・
安
全
を
い
か
に

町
民
に
発
信
す
る
か
が
大
切
」
、

「
町
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
の
で

賛
成
」
、
「
新
規
制
基
準
で
こ
れ

で
も
か
と
い
う
程
対
策
が
取
ら
れ

て
い
る
。
再
稼
働
し
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
に
し
て
ほ
し
い
」
、

「
多
く
の
人
が
高
浜
発
電
所
で
働

い
て
い
る
。
住
民
の
生
活
そ
の
も

の
で
あ
る
」
、
「
区
長
連
合
会
の

要
望
に
理
解
、
請
願
に
賛
成
」
。

原
発
で
仕
事
を
し
て
い
る
議
員

や
関
連
す
る
議
員
が
複
数
い
る
議

会
で
は
、
公
正
な
判
断
な
ど
求
め

ら
れ
る
筈
も
な
く
、
こ
れ
が
現
実

１
１
月
１
２
日
（
木
）
、
高
浜

町
議
会
臨
時
議
会
（
議
員
１
４
名
）

が
開
か
れ
た
。
報
道
陣
が
押
し
寄

せ
る
な
か
、
高
浜
原
発
１
・
２
号

機
の
再
稼
働
を
求
め
る
請
願
及
び

政
府
へ
の
「
高
浜
１
・
２
号
機
の

４
０
年
超
運
転
に
か
か
る
意
見
書
」

（
以
下
、
意
見
書
）
を
賛
成
多
数

で
採
択
し
た
。
２
５
日
、
臨
時
議

会
で
意
見
書
へ
の
政
府
回
答
を
も

と
に
議
会
が
最
終
判
断
、
野
瀬
豊

町
長
に
伝
え
、
町
の
再
稼
働
同
意

表
明
と
な
る
。

か
。
私
が

聞
い
た
町

の
人
の
声

に

は

、

「
４
０
年

超
え
原
発

心

配

」

「
あ
ま
り
に
も
拙
速
す
ぎ
」
、

「
働
い
て
い
る
町
民
は
原
発
の
こ

と
に
つ
い
て
話
し
で
き
な
い
」
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

（
福
井
県
若
狭
町

石
地
優
）

本
会
議
で
は
、
最
初
に
再
稼
働

の
慎
重
な
判
断
を
求
め
る
請
願
４

件
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
渡
邊
孝

議
員
が
紹
介
議
員
と
し
て
請
願
者

名
や
請
願
趣
旨
の
説
明
を
行
わ
れ

た
が
、
１
名
が
反
対
討
論
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
（
賛
成

１
、
反
対
１
２
）
で
不
採
択
と
な
っ

た
。再

稼
働
を
求
め
る
請
願
に
つ
い

て
は
、
６
日
の
委
員
会
報
告
の
後
、

反
対
討
論
１
人
、
賛
成
討
論
８
人

が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多



数
（
反
対
１
、
賛
成
１
２
）
で
採

択
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

政
府
へ
の
意
見
書
は
、
「
国
と

事
業
者
の
原
発
の
安
全
管
理
の
徹

底
」
「
防
災
・
避
難
対
策
の
実
効

性
を
」
「
立
地
地
域
の
振
興
を
」

な
ど
７
項
目
の
要
望
な
の
だ
が
、

再
稼
働
同
意
前
提
だ
と
激
論
が
交

わ
さ
れ
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
（
反
対
４
、
賛
成
９
）
で
採

択
さ
れ
、
議
長
が
政
府
に
持
参
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

風
雲
急
を
告
げ
る
こ
の
動
き
は
、

１
０
月
１
６
日
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
小
沢
典
明
首
席
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

地
域
政
策
統
括
調
整
官
が
高
浜
町

を
訪
れ
、
野
瀬
豊
町
長
に
再
稼
働

同
意
を
求
め
た
こ
と
が
発
端
だ
。

再
稼
働
を
求
め
る
請
願
は
、
９
月

議
会
で
は
拙
速
な
判
断
は
し
な
い

と
継
続
審
議
に
な
っ
て
い
た
。
政

府
要
請
を
受
け
、
野
瀬
町
長
は
議

会
に
意
見
を
求
め
、
議
会
は
１
１

月
６
日
の
原
子
力
対
策
特
別
委
員

会
、
１
２
日
の
本
会
議
で
再
稼
動

を
求
め
る
請
願
の
採
決
を
強
行
、

賛
成
多
数
で
採
択
し
た
の
だ
。

４
０
年
超
原
発
再
稼
動
推
進
の

理
由
は
、
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め

に
原
発
は
必
要
」
「
共
存
共
栄
」

「
雇
用
の
場
の
確
保
」
だ
。
議
論

を
聞
き
、
国
策
に
翻
弄
さ
れ
る
地

元
を
垣
間
見
た
思
い
だ
。
菅
政
権

主
導
の
原
発
推
進
策
、
地
元
の
民

意
分
断
に
、
強
く
抗
議
す
る
。
反

対
の
請
願
を
出
し
た
く
て
も
出
せ

な
い
「
声
な
き
声
」
を
私
た
ち
は

し
っ
か
り
受
け
止
め
、

２
０
０
キ
ロ
リ
レ
ー
デ

モ
を
成
功
さ
せ
よ
う
！

（
反
原
発
自
治
体
議
員

市
民
連
盟
関
西

二
木
洋
子
）

私
た
ち
「
さ
よ
な
ら
原
発
・

ぎ
ふ
」
は
、
２
０
１
１
年
６

月
１
１
日
か
ら
３
ヶ
月
に
一

度
、
脱
原
発
デ
モ
を
続
け
て

い
ま
す
（
コ
ロ
ナ
禍
で
、
２

０
２
０
年
３
月
、
６
月
は
中

止
）
。

２
０
１
２
年
３
月
３
日
、

「
さ
よ
な
ら
原
発
・
ぎ
ふ
」

と
し
て
、
美
浜
原
発
の
目
の

前
の
水
晶
浜
か
ら
、
タ
グ
を

つ
け
た
風
船
１
０
０
０
個
を

飛
ば
す
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

早
い
知
ら
せ
は
１
時
間
で
届

き
ま
し
た
（
岐
阜
県
垂
井
町
）
。

４
月
末
ま
で
に
９
９
個
の
風

船
の
落
下
地
点
か
ら
連
絡
を

頂
き
ま
し
た
。
８
５
％
は
岐

阜
県
内
で
し
た
。

２
０
１
２
年
９
月
に
は
、

岐
阜
県
が
「
敦
賀
原
発
事
故

想
定
時
の
放
射
性
物
質
拡
散

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
」

を
公
表
し
ま
し
た
。
仮
に
敦

賀
原
発(

美
浜
原
発
の
近
く
）

の
過
酷
事
故
で
福
島
第
１
原

発
に
匹
敵
す
る
放
射
性
物
質

が
放
出
さ
れ
た
場
合
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
最
悪
の

気
象
条
件
で
は
、
大
垣
市(

約

１
６
万
人
）
の
中
心
部
で110m

S
v

／
年
、
岐
阜
市(
約
４
１
万

人
）
の
ほ
ぼ
全
域
で20mSv
～1

0
0
m
S
v

／
年
の
汚
染
と
い
う
衝

撃
的
な
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

2
0
m
S
v

／
年
以
上
の
住
民
を
避

難
さ
せ
る
と
す
る
と
、
岐
阜

県
（
約
２
０
０
万
人
）
全
体

で
は
７
５
万
人
～
９
８
万
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
「
岐

阜
県
が
消
滅
す
る
」
の
で
す
。

岐
阜
県
は
原
発
立
地
県
で

は
な
く
、
関
西
電
力
か
ら
電

力
供
給
地
域
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
も
し
福
井
の
原
発
に

大
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
季
節

を
問
わ
ず
吹
い
て
い
る
北
西

の
風
に
よ
っ
て
被
害
が
も
た

ら
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

岐
阜
県
内
で
、
関
電
の
発
表

や
、
福
井
県
の
動
き
が
報
道

さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
圧
倒
的
多
数
の
岐
阜

県
民
は
「
関
電
が
来
年
１
月

に
も
美
浜
原
発
３
号
機
を
再

稼
動
さ
せ
る
と
発
表
し
た
」

事
実
を
知
り
ま
せ
ん
。

ど
の
原
発
も
危
険
で
す
が
、

老
朽
原
発
は
事
故
の
リ
ス
ク

が
格
段
に
高
ま
り
ま
す
。
老

朽
原
発
は
「
凶
器
」
で
す
。

４
４
年
超
の
美
浜
３
号
機
が

動
け
ば
、
私
た
ち
岐
阜
県
民

は
、
大
変
な
危
険
の
下
で
暮

ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
知
ら
な
い
か
ら
怖
く
な
い
」
？

…
そ
ん
な
「
安
心
」
は
ご
免

で
す
。

皆
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り

し
つ
つ
、
「
美
浜
老
朽
原
発

は
絶
対
に
う
ご
か
す
な
！
」

の
声
を
大
き
く
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
さ
よ
な
ら
原
発
・
ぎ
ふ

近
藤
ゆ
り
子
）


